
 

 

地域に飛び出す公務員を応援する首長連合の概要について 

 

【設立の経緯】 

「地域に飛び出す公務員を応援する首長連合」は、住民との協働や新しい公共の実

現を目指し、公務とは別に一住民として役所を飛び出し、地域でのさまざまな活動を行

う公務員を応援するため、当時の古川佐賀県知事以下 39名の知事・市町村長が発起

人となり、平成 23年 3月 17日に発足されました。 

 

【地域に飛び出す公務員を応援する首長連合 三ツ星首長の基準】 

その１ 首長も一住民である。首長自身が「地域活動をやっていますか」と尋ねられて 

「はい」と元気よく返事できること。 

その２ 職員は公務とは別にプラスワンで一住民として役所を飛び出して地域でのさま 

ざまな活動を行うことをすすめている（呼びかけている）こと。 

その３ 職員自身が一住民として役所を飛び出して地域でのさまざまな活動をやって 

     いる動きが見えること。 

  

【主な活動】 

それぞれの首長の責任において、飛び出す公務員に対して、具体的かつ適切な応援

施策を実施します。また、団体の行動として下記のようなものがあります。 

〇首長連合サミット：全国各地でこれまでに９回開催されている（毎年開催） 

〇公務員アウォード：首長サミットに合わせて、地域に飛び出す公務員（飛び公）を応 

             援することを目的に、過去４回開催されている（隔年開催） 

〇平成 30年 11月 17日『望ましい「公務員の福業」ガイドライン（第１版）』を作成 

 

【メンバー】 

代表    鈴木 栄敬（三重県知事） 

代表代行 谷畑 英吾（滋賀県湖南市長） 

以下、都道府県知事 5人、市町村長 57人の合計 62人が参加しています。 

（令和元年 12月 1日現在） 

 

【加入日】  荒木市長の加入日は、令和元年 12月 1日です。 

 

【公式 HP】 https://tobidasu-rengo.com/wp/ 

https://tobidasu-rengo.com/wp/

